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Fig. 7-12 Power distribution (1/2)
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Fig. 7-12 Power distribution (2/2)
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8. 総括および展望

8.1 総括

 原子炉の建設コストや運転コストの削減および高性能炉心の設計のためには、適切な燃料の

装荷や反応度制御設備の配置が不可欠であり、これらは核設計を精度良く行うことで実現可能

となる。そのためには、核特性解析に用いる核データライブラリの適用性および解析手法の妥

当性の確認が必要である。軽水炉に関しては、これらについての検討が精力的に行われて来た

が、同じ熱中性子炉である高温ガス炉に関しては、検討に用いる測定値が少ないこともあって

殆ど行われておらず、特に実機の測定データを用いた検討は行われていなかった。

 HTTR は我が国初の高温ガス炉であり、1999 年に初臨界に到達し、臨界データの取得に成功

した。その後も運転を継続し、2010 年に燃焼中期（10 GWd/t）に到達し、燃焼核特性データの

取得にも成功した。これらにより、実機の測定データを用いた高温ガス炉の核特性解析に対す

る核データライブラリの適用性の検討および核特性解析手法の妥当性の検討が可能となった。

 本研究では、HTTR 14) のデータを用いて、主要な核データライブラリの高温ガス炉の核特性

解析に対する適用性の検討、棒状 BP の高温ガス炉の反応度制御における有効性の検討、高温

ガス炉の核特性解析手法の改良および妥当性の検討を行った。これらの検討結果を用いて、2020

年代の建設を目指した熱出力 50 MW の小型高温ガス炉（HTR50S）の核設計を行い、低コスト

で高性能な炉心の設計を可能とする、適切な反応度制御設備の設置方法や燃料の装荷方法を見

出すことを目的とした。

 本論文の第 1 章では、研究の背景および高温ガス炉の概要を述べるとともに、研究の目的を

明らかにした。

 第 2 章では、世界 3 大核データライブラリと呼ばれる JENDL（日本）、ENDF（米国）および

JEFF（欧州）の最新版について、高温ガス炉の核特性解析に対する適用性を検討した。これま

で全く注目されていなかった熱領域での炭素の中性子捕獲断面積の精度が、高温ガス炉の核特

性解析を精度良く行う上で非常に重要であることを指摘した。

 第 3 章では、熱領域の炭素の捕獲断面積が長期にわたり更新されていないこと、および HTTR

の臨界近接試験の解析結果から従来の値に比べて 10%程度大きく更新される可能性があること

を指摘し、データの見直しを提言した。JENDL の最新版である JENDL-4.0 では、この提言を支

持する最新の測定値に基づき、熱領域の炭素の捕獲断面積が従来値よりも 9%大きい値に見直

され、JENDL-4.0 の公開に貢献した。これにより、従来からの問題であった HTTR 臨界近接試

験における試験結果と解析結果の不一致を解決するとともに、高温ガス炉の核特性解析に対す

る適用性の面で JENDL-4.0 が他のライブラリに比べて優れることを明らかにした。

 第 4 章では、高温ガス炉の反応度制御における棒状 BP の有効性を検討した。棒状 BP を HTTR

の炉心に装荷することで、燃焼期間 660 EFPD にわたって過剰反応度が設計通りに小さく保た

れていることを、測定値を用いて確認できた。これにより、高温ガス炉の反応度制御における

棒状 BP の有効性が確認できた。

 第 5 章では、高温ガス炉の核特性解析手法の改良を検討した。HTR50S の核設計では、HTTR
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の場合と同様に中性子拡散コードを用いた全炉心計算により核特性を評価する。従来の HTTR

の核特性解析では、全炉心計算に用いる少数群定数の作成は、燃料ピンセルモデルを用いたセ

ル計算により行われていた。しかし、燃料ピンセルモデルでは、燃料ブロックの外周部に偏在

する黒鉛が中性子の減速に及ぼす影響を精度良く取り扱うことができなかった。この問題を解

決するために、燃料ブロックを単位セルとするブロックセルモデルを導入してセル計算手法を

改良するとともに、その妥当性をモンテカルロコードを用いて定量的に示した。

 第 6 章では、国内で広く用いられている核特性解析コードシステム SRAC を改造し、従来で

きなかった被覆燃料粒子に起因する二重非均質性を考慮した燃焼計算を行えるようにした。ブ

ロックセルモデルと改造した SRAC コードシステムを用いて HTTR の炉心燃焼計算を行い、燃

焼に伴う過剰反応度の変化を表す臨界制御棒位置の変化を計算し、測定値と比較した。その結

果、計算結果は測定結果を精度良く再現した。これにより、高温ガス炉の核特性解析手法の妥

当性を確認することができた。

 第 7 章では、JENDL-3.3 と改良した核特性解析手法用いて HTR50S の核設計を行った。HTTR

と比較して濃縮度の種類および制御棒本数を減らすことによるコスト削減と、出力密度の向上

による高性能化を目標とした。また、HTTR の設計技術をベースとしつつも、燃料および BP

の配置等に対して工夫や最適化を施した。具体的には、出力密度分布が炉心径方向には均一で、

軸方向には冷却材温度が低い炉心上部で高くなるように燃料の配置と濃縮度を決め、さらに、

この出力密度分布が運転期間にわたり保たれるよう BP の配置、濃度および形状を決めた。そ

の結果、HTTR では 12 種類あった濃縮度を 3 種類に削減するとともに、制御棒本数を HTTR に

比べて 6 本削減した上で、出力密度は約 1.4 倍、燃焼度は約 1.5 倍で、2 年間の長期連続運転が

可能な炉心を設計することができた。

8.2 今後の展望 

8.2.1 環状炉心の研究 

 本研究では、HTTR および HTR50S といった熱出力が 30～50 MWt の比較的熱出力の小さい

高温ガス炉を対象として検討を行った。これらの高温ガス炉は、円柱状の炉心（中実炉心）を

持つ。今後、商用高温ガス炉の導入を検討するにあたっては、より大きな熱出力（400～600 MWt

程度）の炉心設計が必要になると予想される。これらの原子炉においては、異常時においても

燃料最高温度を制限値以下に維持するために、Fig. 8-1 に示すように燃料を環状に配置する（環

状炉心）ことで燃料領域の外表面積を大きくし、除熱を効果的に行うことが図られている 53)。

よって、今後は環状炉心を対象とした研究が必要と考えられる。具体的な問題としては、環状

炉心では、燃料を装荷する円環の内側と外側に減速材があるために中性子スペクトルの空間依

存性が中実炉心に比べて定性的に大きい。そのため、少数群定数の作成に用いるスペクトル計

算については、現在の手法がそのまま適用できない可能性があり、環状炉心に適した手法の検

討が必要と考えられる。
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8.2.2 高温ガス炉の新しい利用方法に関する研究

(1) 余剰プルトニウムの燃焼処理

 現在、我が国は軽水炉使用済み燃料を再処理して回収した約 44 t の Pu を保有しており、今

後、六ヶ所再処理施設が稼働後は、約 8 t/年の割合で Pu の備蓄量が増加する。これらの Pu は、

軽水炉による MOX 燃料としての利用や高速炉での利用が計画されているが、万一、これらの

計画が順調に進捗しない場合、余剰 Pu を持たないという国際公約（付録 A2 参照）を遵守でき

なくなる。この問題を解決するためには、従来の核燃料サイクルのバックアップオプションの

研究が必要であり、研究を進めておくことが将来の選択肢を増やすことになる。

 高温ガス炉の特長の一つとして、超高燃焼が可能なことが挙げられ、米国では燃焼度 747

GWd/t での被覆燃料粒子の健全性が報告されている 54)。この特長を活かし、再処理することな

く、Pu を核爆発装置製造の可能性を排除できる程度まで燃焼できる Pu 燃焼高温ガス炉システ

ムの設計研究を現在進めている 55)。本システムは、軽水炉使用済み燃料から Pu を回収し、

PuO2-YSZ（Yttrium Stabilized Zirconia）被覆粒子燃料として高温ガス炉に装荷し、燃焼処理を行

った後、ワンススルーで取り出して地層処分する。従来の再処理施設では、使用済み燃料から

抽出分離した Pu は、核拡散抵抗性の観点から同量の U と混合して回収され、Pu 単体で回収さ

れないようにされている。提案するシステムの再処理施設では、従来の再処理施設と同程度の

核拡散抵抗性を維持するために、U の代わりに YSZ を Pu に混ぜて回収する。回収した YSZ と

Pu の混合物は、YSZ を母材とする PuO2-YSZ 燃料製造施設に直接送り、PuO2-YSZ を燃料核と

する被覆燃料粒子を製造する。PuO2-YSZ の形態で Pu を燃焼することで、238U からの新たな Pu

の生成がないため、従来の MOX 燃料に比べて効率よく Pu を削減できる。

 YSZ の FP 侵出率はガラス固化体より 2 桁小さく 56)、閉じこめ性能が優れる。また、被覆層

の健全性は百万年オーダーとされている 56)。したがって、使用済みの PuO2-YSZ 被覆燃料粒子

を直接地層処分した場合、従来のガラス固化体による処分に比べて環境負荷を小さくできるこ

とが期待される。今後は、超高燃焼が可能な PuO2-YSZ 燃料粒子の設計および製造性に関わる

研究、効率的な Pu 燃焼が可能な高温ガス炉の核設計に関する研究、および地層処分時の環境

負荷に関する研究等を行う予定である。

(2) トリウム利用

 232Thの中性子捕獲反応で生成する 233Uは、熱エネルギー領域での中性子再生率が 235Uや 239Pu

より大きい。これにより，熱中性子炉での Th の利用は、高い転換率が期待できるとされてい

る。その中でも高温ガス炉は、減速材である黒鉛の中性子捕獲断面積が軽水に比べて 2 桁小さ

いために無駄な中性子の吸収が少なく、高転換の達成に有利な炉型と考えられる。また、高温

ガス炉は高燃焼が可能であることから、再処理することなく、いわゆる in-situ 利用にも適して

いると考えられる。更に、Th からは Pu がほとんど生成されないため、核拡散抵抗性の観点か

らも利点がある。このような理由から、高温ガス炉は Th 利用に適した炉型の一つと考えられ、

今後、概念検討を通して成立性を評価する予定である。
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(3) トリチウム製造

 DT 核融合炉用燃料のトリチウムは稀少資源であり、現時点での世界の供給能力（軍事用を

除く）は 20～25 kg 程度とされている。これらのトリチウムのほぼ全量が、国際核融合炉（ITER）

で使用される予定であり、その後の実証または商用核融合炉へのトリチウム供給余力は無い 57)。

 トリチウムは、核融合炉ブランケット部での製造が想定されているが、初期装荷分は外部か

ら供給する必要がある。核融合炉が多数基稼働する状況になれば、増殖分のトリチウムを回収

し次の核融合炉の初期装荷分として供給できるが、最初の 10 基程度については、これとは別の

方法で供給しなければならず、その方法として重水炉を用いる方法、および DD 核融合炉を用

いる方法が提案されている。しかし、重水炉を用いる方法は D(n, )T 反応断面積が小さいため、

トリチウム製造量は 0.2 kg-T/GWe 程度であり効率が良いとは言えない。また、DD 核融合炉を

用いる方法は、DD 反応率係数が DT 反応と比較して 1/180～1/80 程度小さく、核融合炉自体の

成立性が DT 核融合炉以上に困難と予想される。したがって、効率的、かつ、実現性の高いト

リチウム製造方法の確立が必要である。

 これまでに、高温ガス炉の被覆燃料粒子の FP 閉じ込め機能、および減速材（炉心構造材）

である黒鉛の中性子吸収断面積が小さく効率的な照射が可能なことに着目し、トリチウム閉じ

込め機能を持つ被覆 Li 微小球（Fig. 8-2）を製作して高温ガス炉に装荷して、6Li（n, )T 反応に

よりトリチウムを製造する方法を提案した 58)。提案した方法のトリチウム製造量は、

1.3kg-T/GWe で、従来の重水炉を用いた手法の 6.5 倍であり、被覆 Li 微小球の装荷方法の工夫

により更なるトリチウム製造量の向上が見込まれる。今後は、製造量の向上のための Li 微小球

の炉心装荷方法等の最適化、炉心の核的および熱的な成立性評価を行う予定である。
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Fig. 8-1 Example of HTGR with annular core

Fig. 8-2 Coated Li pebble and coated fuel particle of HTTR
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付 録 

A1 HTR50S の解析結果

A1.1 炉心重金属収支

 730 EFPD での炉心重金属収支を Table A1-1 に示す。炉内プルトニウム量は 11.60 kg で、その

うちの 75%が核分裂性プルトニウムである。

Table A1-1 Balance of heavy metal

Loaded uranium (t) 1.12

Enrichment at BOL (wt%) 6.1

Enrichment at EOL (wt%) 3.4

Averaged burn-up (GWd/t) 33

Local maximum burn-up (GWd/t) 49

Plutonium at EOL (kg) 11.60
238Pu 0.05
239Pu 6.98
240Pu 2.46
241Pu 1.68
242Pu 0.42

Fissile plutonium at EOL (wt%) 75

A1.2 燃焼度分布

 各燃料ブロックの燃焼度を Table A1-2 に示す。HTR50S の炉心平均燃焼度は 33 GWd/t、最大

燃焼度は 49 GWd/t（燃料領域 3 のレイヤ 2）である。

Table A1-2 Burn-up of each fuel blocks (GWd/t)

Layer
Fuel region number

1 2 3 4
1st 30 28 32 34

2nd 47 43 49 49

3rd 40 36 42 41

4th 36 32 37 36

5th 28 25 23 22

6th 19 18 16 15
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A1.3 燃料最高温度

 工学的安全係数を考慮した燃料温度の解析を行った 13)。工学的安全係数を考慮した燃料最高

温度は燃焼時点 30 日のカラム 9 において生じる（Fig.A1-1）。工学的安全係数を考慮した燃料

最高温度は 1464°C であり、通常時の燃料温度制限値（1495°C）を満足している。

Fig. A1-1 Temperature distribution for axial direction

（メッシュ番号 0 は燃料領域最上部、メッシュ番号 83 は燃料領域最下部に相当する。）
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A2 余剰プルトニウムに関する国際公約

 日本は、以下のように余剰 Pu を持たないという国際公約を発表している 59)。

“Japan has promoted the development and utilization of nuclear energy, which is strictly limited to

peaceful purposes, in accordance with the Atomic Energy Basic Law. The nuclear fuel cycle is

promoted based on the principle that plutonium beyond the amount required to implement the program

is not to be held, i.e. the principle of no surplus plutonium. Nuclear materials are also strictly managed,

so as not to give rise to any international doubts concerning nuclear proliferation. Japan intends to

ensure transparency of the plutonium utilization program through these efforts.”

 

- 103 -

JAEA-Review 2014-058



 

This is a blank page. 



国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ 1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン AsC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ ジ ベ ル dB    

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年改訂）




